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【問題】近年，「子どもの権利条約」や「障害者権利条約」の理念のもと，障害のある子どもに

対する教育や福祉的支援は整備されてきた。一方，心理支援において，就学から就労への移行期

では，支援体制の不十分さが指摘されている（特定非営利活動法人 日本医療政策機構，2025）。

教育現場では，診断名や知能水準（IQ）のみに基づく支援ではなく，「一人一人の教育的ニーズ」

に応じた柔軟な支援の必要性が強調されているが，その前提となる心理状態の把握には課題が残

されている（山口，2023）。日本国内では，他者評価に基づくアセスメントが広く用いられて

きたが，ストレス反応や精神的な不調は必ずしも外在化した行動として表出するとは限らず，本

人の主観的体験にとどまる場合も多い（De Los Reyes et al.，2011）。このような背景から，自

記式アセスメントは，本人が感じているストレスや不調を直接捉える手段として有効であると考

えられる（Bramston & Fogarty，2000）。とくに，視覚的要素を取り入れることで，抽象的な

概念や回答選択の理解が促進される可能性が示されている一方で，知的障害のある児童生徒を対

象とした視覚的要素を含む自記式ストレス評価手段については，実証的検討が十分とはいえない。

本研究の目的は，知的障害のある児童生徒が主観的なストレス反応を把握するために使用可能な，

視覚的要素を取り入れた自記式ストレスチェックリストを作成し，その信頼性および妥当性を検

討することであった。 
 
【方法】本研究は二段階から構成された。研究 1 では，既存のストレス反応尺度を基に作成した

12項目からなるストレスチェックリストについて，色や数字といった視覚的構成の異なる 4形式

を作成し，知的障害のある児童生徒 24 名を対象に，選好されやすい形式を検討した。 
 研究 2 では，研究 1 で選定された形式を用い，特別支援学校・学級，放課後等デイサービス等

を利用する児童生徒110名を対象に調査を実施した。分析にあたっては，本チェックリストの12
項目を総合得点として使用可能性かを検討するため，主成分分析（成分数 1 固定）を用いて項目

のまとまりを確認した。あわせて，Cronbach’s α係数および修正済み項目―全体相関を用いて内

的一貫性を検討し，記述統計量を算出した。さらに，児童生徒本人と支援者，保護者による評価

の一致度について，重み付き κ係数を用いて検討した。 
 
【結果と考察】研究 1 の結果，色と数字を併用した視覚的構成をもつ形式が最も多く選択され，

視覚的要素がチェックリスト形式の選好に関与する可能性が示唆された。研究 2 では，主成分分

析の結果，すべての項目が第 1 主成分に一定以上の負荷を示し，12項目を総合得点として扱う

ことの妥当性が示された。また，内的一貫性は十分な水準を示し，総合得点による評価手段とし

て一定の安定性を有することが確認された。一方，本人と支援者，保護者の評価との一致度は低

い水準にとどまったが，一部の項目では有意な一致が認められた。これらの結果から，本チェッ

クリストは，知的障害のある児童生徒が主観的なストレス反応を把握するための自記式アセスメ

ントとして使用可能であることが示唆された。また，本人評価と他者評価の差異は，評価者の立

場や場面の違いを反映した情報として捉えることが重要であり，主観的体験の把握を従来の行動

観察に補完的に加えることで，日常的な状態把握や早期支援につながる可能性が示された。 
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